
2007 年 3 月 6 日グレース・プロモーションカレッジ創立レセプションが開かれ

ました 

 

レセプションの模様は、現在発売されている 

フラワーショップ 6月号にも掲載されています。 

 

 

 

 

 

東京経済大学教授 中川十郎氏よりお言葉をいただきました。 

 

グレース・プロモーションカレッジ創設記念挨拶 

 

このたび、経験豊かな三人の女性キャリアーの方々が、カレッジを設立されたことは誠

に時宜にかなったものと心からお祝い申し上げます。 

 

日本の大学教育は理論に偏重し、実社会で役立つ実践的な教育が等閑視されています。そ

のため卒業生が社会に出てもミスマッチが生じ、2－3 年で会社を辞めたり、フリーターに

なる青年が増えています。 

 

このカレッジは実務経験豊富な 3 人のフィメールエギュゼクテイブの社長さんがそれぞれ

の専門性を生かし、ユニークな実践教育をされるということで、大いに期待しております。

これは私が研究している経営戦略論の観点から言えば 3 社の「戦略的提携」により、大き

な「競争優位」を目指すという 21 世紀の理想的な経営、マーケテイング戦略です。 

この意欲的な提携戦略が大きな実を結ぶことを心から期待しております。 

「3 人寄れば文殊の知恵」という言葉にもありますように、3人のこれまでの貴重な経験を

生かし、協力され、この理想的で意欲的な事業が成功するよう祈念いたします。 

 

私の尊敬する明治時代の日本の代表的な文化人、知識人の岡倉天心は国際的に有名な名著

「茶の本」で日本文化の基礎は「茶道」「華道」「香道」「書道」だと指摘しています。3 社

の社長さんが協力され、「華道」「香道」をもとに「日本女性としてのマナー、たしなみ」

を身につける教育をされるということは、今日、日本社会が欠いている教養を身につける

うえで誠に意義ある試みです。 

 

「名は体をあらわす」と申します。「グレース」という言葉は「上品」「品格」「やさしさ」



「癒し」を意味する素晴らしい言葉でこのカレッジに理想的な命名だと感服しております。 

この名前の示すようにこのカレッジが素晴らしいカレッジに成長するよう希望いたします。 

 

今日ここにお集まりの皆様方がこの 3人の女性社長（華のハーモニー水谷鏡子社長・NTAア

カデミー松井直美代表・シグマアテンドサービス佐藤ひとみ社長）の意欲的なベンチャー

事業が成功するように今後ともご指導、ご協力くださいますように切にお願い申し上げま

す。 

 

 

フローラル・プランナー養成スクールのご案内はこちら 
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